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シ-ナカの地か ら北東の丘陵地-赴 くと,前田 [1989]が記述の対象 としたベフディ
(Befody)という村落に行き当たる｡ここを境として,その東は多雨林地帯に入るのだが (図
2参照), この村落以東,植生の変化とともに,農耕をめぐる景観の変化はまず第一に目を引






































































に出自を持っとされる人に対 して圧倒的に多いのが実状である [同上 :422-423]｡ すでに引
用 したように,前田自身 ｢ベフディはベツイミサラカであると言う｣[同上 :428]と述べても

















ても, そこに住む人々の民族意識を問うために, ｢あなた方の (民族 (foko)) は何ですか｣
という問い方をすると,常に ｢われわれはベツイミサラカだ｣という答えを得る｡この問いで





ナカだ｣ という語りは決 して出てこない｡ そこで,｢ではあなた方はシ-ナカではないのです









カとしての名乗りを前提とした上でのことである｡ 逆に, 彼らが ｢われわれはシ-ナカであ
る｣といいきったり,｢われわれはシ-ナカではあるけれども,ベツイミサラカにも入るのだ｣

































他方ここでわたしが ｢生活｣ として訳出した語,fiainanaは, ｢命,生命｣[Abinaland
Malzac1963:10;Rajemisa-Raolison1985:38;Richardson1885:12]を意味する語根,
ainaより派生し,広くは ｢生きること｣一般を,狭くは ｢生活,人生｣を意味するものであ












































































































その仕方にある｡すでに触れたように,｢ベツイミサラカ｣ という名と ｢シ-ナカ｣ という名
が対立させられる際に, ベツイミサラカとシ-ナカの双方に概念化されていたことは, ｢焼畑
耕作民 (ベツイミサラカ)･対 ･水田耕作民 (シ-ナカ)｣ という対立であった｡ しかし, ベ
ツイミサラカの人々が ｢自分たちはベツイミサラカではあるが,シ-ナカにも入るのだ｣と語
る場合はどうであったろうか｡ この場合は,｢焼畑耕作民 ･対 ･水田耕作民｣ という対立はも


























や民族誌家の側からの ｢客観的定義｣ としてなされるとするならば, そこには何を以て ｢民
族｣とするかについての人類学者 ･民族誌家の予めの判断が滑り込まざるをえず,その議論は
論点先取に陥らざるをえない｡8)これに対して,現在の ｢エスニシティ｣論の趨勢は,当事者































そうした場合の例として, ここで一旦 ｢ベツイミサラカ｣ を離れ, わたしがよりよく知る
















































に入って家内の現金が乏 しくなり始める頃には,この定期市は近 くのマニンダリ (Manin-
gory) 川 (前掲図2参照) で採れるウナギの販売先ともなり, 現金収入の獲得の場となる｡
その彼 らにベツイミサラカかシ-ナカかを問うても,彼ら自身明確な規定を回避 しようとす























人々が ｢ベツイミサラカ｣ や ｢シ-ナカ｣ という語を理解していないことになるわけではな
い｡ わたしは何も, ベツイミサラカとシ-ナカとのあいだでの ｢エスニシティの漸移｣ の結














することなし (tsymisaraka)｣である｡ マダガスカル中央高地南部の ｢ベツイレオ (Betsileo)｣
や,東南海岸部の民族全般を指示する他称である ｢ベツイレバカ (Betsirebaka)｣は,それぞれ
｢数多く (be),破れることなし (tsyleo)｣,｢数多く (be),疲弊することなし (tsyrebaka)｣を
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